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われわれは、Ichikawa et al.(2005)においてWMAPの１年目のデータのみからニュートリノ質量に対して有
意義な上限 (95% C.L.で 0.7eV)が得られることを示した。本講演では、WMAPの３年目のデータを用いた同様
の研究（Fukugita et al.(2006)) の結果を報告するが、Ichikawa et al. で予想したように、WMAP１年目からの
制限とほとんど変化は無かった。また、WMAPデータにおけるニュートリノ質量と他の宇宙論パラメターとの
相関について議論する。


